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 (１) プロジェクト名 エリアリノベーション支援と大規模歴史的建造物の活用検討 

 (２) プロジェクトの成果（※そのような成果が得られたかについて具体的に記載） 

本プロジェクトでは以下の４つの成果が得られた。 

【01：６棟の遊休不動産化した建物のリノベーション支援と事業化の実現】 

2021年度から2024年度のコンソーシアム瀬戸の取り組みにより、６物件のリノベーション事業を

支援した。その結果、尾張瀬戸エリアを対象に、歴史的建造物の旅館「松千代館」のまちづくり拠

点としての再生、歴史的建造物の長屋を活用した本屋「ひとしずく」の実現、シェアをテーマとし

て新たなまちづくりの担い手を生み出す「瀬戸くらし研究所」の実現、歴史的建造物である瀬戸物

問屋「梅村商店」のレセプション空間について事業化が成立した。また、新たに瀬戸市菱野団地に

おいて、学生シェアハウス「トモクル01」の事業化を実現した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

本屋「ひとしずく」（リノベ・事業化支援 2021）     瀬戸くらし研究所（リノベ・事業化支援 2022） 

 

 

 

 

 

 

 

 

      梅村商店（リノベ支援 2021）           松千代館（リノベ・事業化支援 2021） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       梅村商店（リノベ・事業化支援 2023）          トモクル01（リノベ・事業化支援 2023） 



【02−1：まちづくり拠点「松千代館」の開設と運営の充実】 

長く空き旅館となってきた、末広商店街の発祥と言われている歴史的建造物の旅館「松千代館」を

まちづくり拠点として整備を推進した。１階を貸し会議室やギャラリー利用、２階を学生シェアハ

ウスとして整備した。整備資金を確保するため、クラウドファンディングを実施した。2021 年 10

月から学生シェアハウス及びまちづくり拠点を開設し、段階的に居場所環境の充実や運営の充実を

図っている。また、商店街活動に学生が多く参加する様になってきている。 

2024年度も、商店街の方々と交流しながら、お祭りの際にスタッフとして参加したり、商店街振

興会の理事会に学生が参画したり、商店街のイベントと合わせて学生主体のカフェを運営したりと

商店街の一員としてまちを盛り上げる活動を数多く実施した。また、2025年度に予定されている国

際芸術祭のプレ会場となり、学生カフェの開設などを通して、芸術祭のプレイベントを盛り上げた。 

 

    
  

          

 

 

 

 

 

 

 

芸術祭のプレ会場として活用された松千代館の様子    芸術祭のプレ会場として活用された松千代館の様子  

 

【03-2：岩屋堂公園における空き店舗を活用した学生チャレンジカフェの運営の充実】 

2022年度のコンソーシアム瀬戸の取り組みに引き続き、瀬戸市の岩屋堂公園にて、空き店舗を活用

した学生チャレンジカフェを年間通じて運営した。長期運営として、春の運営、夏の運営、秋の運

営を実施した。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春のメニュー     夏のメニュー       秋のメニュー       メニュー表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩屋堂公園を活用した学生チャレンジカフェの様子     岩屋堂公園を活用した学生チャレンジカフェの様子 



【03：様々なメディアへの掲載】 

本プロジェクトの取り組みを多くのメディアで紹介頂きました。 

 

2024年 7月 10日 テレビ東京の日経ニュース BIZでの TV放映 

瀬戸市の空き家対策とエリアリノベーションの取り組みについて取材をしていただいた。 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 9月 9日 NHKまるっとの TV放映 

NHKの瀬戸特集にて、学生シェアハウス「松千代館」の入居学生への取材をしていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 11月 24日 NHKまるっとの TV放映 

岩屋堂公園の紅葉の取材に訪れた TV クルーからライトアップ期間に営業を行う学生カフェの取材

をしていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【04：本プロジェクトを通した瀬戸を対象とした研究】 

日本建築学会の査読論文に投稿した。 

自治体の空き家・空き店舗活用支援を通した効果的なエリアリノベーションに関する研究－愛知県

瀬戸市中心市街地を対象として－、日本建築学会技術報告集、2024 年 6月、五十嵐翔 益尾孝祐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸市の空き家・空き店舗活用の多様な補助制度の調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾張瀬戸エリアの新規事業プロット調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規事業開業件数の推移（年平均 5.３件の空き家空き店舗の再生） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規事業内容内訳調査（飲食・物販・ｻｰﾋﾞｽ業以外に宿泊・複合施設・教育等多様な事業化が実現） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラウドファンディング活用補助金により、中規模空き家を活用した多様な事業が連鎖的に展開 

 

論文の結果概要 

・ 瀬戸市による継続的な空き家・空き店舗、家賃補助、改修費が有効に活用され、空き店舗につい

て解消してきている。ただし、耐震補強を補助の条件とすることで補助金が活用しにくくなる。 

・ 比較的小規模な空き家空き店舗の活用は50～100万円程度の補助金で効果が生まれるが、中規模な

空き家空き店舗を再生するには、金額が少なく効果が薄い。 

・ クラウドファンディング活用補助金が創設され、クラウドファンディングと補助金で約1000万円

近くの資金調達が可能となり、中規模の空き家活用が進んでいる。 

・ クラウドファンディングによる資金調達は、共感を生む事業になりやすく事業継続性の観点から

も空き家対策として非常に有効な方法である。 

・ 空き家対策特別措置法の「空き家等活用促進区域」では、特定のエリアを限定し、空き家活用を

促す仕組みとなっている。今後、瀬戸市のクラウドファンディング活用補助金のような支援策は、

空き家の活用を進める上で、効果的な手法であり、我が国の空き家対策のモデルとして非常に重

要な方法であると報告した。 

 



日本建築学会の査読論文に投稿した。 

愛知県内の公的住宅団地における戦略的な空室活用の実態に関する研究、日本建築学会技術報告集、

2025年 2月（投稿中）、岩渕蓮也 益尾孝祐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県内の戦略的な空室活用を推進している団地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県の戦略的な空室活用例 

 



菱野団地の戦略的空室活用による団地再生提案 

 

 

菱野団地の建築タイプ 

 

 

菱野団地の建て替え状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菱野団地の戦略的空室活用による団地再生への提案 

 



 (３) プロジェクト実施内容（※事業の実施方法、時期、場所、回数、市民への周知方法、参加人員等を含め、そ

の内容を具体的に記載） 

2021〜2023年度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2024年度〜 
2024年04月〜 
 
 
2024年08月〜 
 
 
2024年10月〜 
 
 
2022年09月〜 

 

６棟の遊休不動産化した建物のリノベーション支援 
2021年度、2022年、2023年度のコンソーシアム瀬戸の取り組みにより、尾張瀬戸エリアを対
象に、６物件のリノベーション事業を支援し、歴史的建造物の長屋を活用した本屋「ひとしず
く」の実現、歴史的建造物である瀬戸物問屋「梅村商店」のリノベーション活動支援、歴史的
建造物の旅館「松千代館」のまちづくり拠点としての再生、「瀬戸くらし研究所」のリノベー
ション活動支援、菱野団地における学生シェアハウス「トモクル01」の実現、岩屋堂公園にお
ける学生カフェ「hirondell」を実践した。 
 

まちづくり拠点「松千代館」の開設 
長く空き旅館となってきた、末広商店街の発祥と言われている歴史的建造物の旅館「松千代館
」をまちづくり拠点として整備。１階を貸し会議室やギャラリー利用、２階を学生シェアハウ
スとして整備した。整備資金を確保するため、クラウドファンディングを実施した。2021年10
月から学生シェアハウス及びまちづくり拠点を開設し、段階的に居場所環境の充実や運営の充
実を図っている。また、商店街活動に学生が多く参加する様になってきている。 

 
岩屋堂公園における空き店舗を活用した学生チャレンジカフェの実現 

2022年度のコンソーシアム瀬戸の取り組みにおいて、瀬戸市の岩屋堂公園にて、空き店舗を活
用した学生チャレンジカフェを年間通じて運営した。学生がメニュー開発や会計処理、SNSで
の呼びかけ、サインや看板の制作、テーブルや椅子のD I Yなど、開店準備を実施 
GWや夏休み、秋のライトアップ期間には１〜2週間程度連続開業し、その他の時期は隔週で週
末営業を実施している。地元ケーブルテレビで放映。 

 
菱野団地における空き家を活用した学生シェアハウス「トモクル０１」の実現 

2023年度のコンソーシアム瀬戸の取り組みにおいて、瀬戸市菱野団地にて、空き家を活用した
学生シェアハウスを実現した。 

 
①リノベーション物件の運営の充実（GW・夏休み・秋のﾗｲﾄｱｯﾌﾟ・隔週週末） 
リノベーションした遊休不動産の運営の充実を推進する。松千代館における１階の日常利用岩
屋堂公園における学生カフェの運営、菱野団地の学生シェアハウスの運営安定化。 

②尾張瀬戸地区を対象とした学生シャレットWSの開催（8/7-8/10） 
東京都立大学と愛知工業大学の学生による空き家の事業検討シャレットWSを実施。尾張瀬戸地
区の空き家活用をテーマに合宿を行い、事業計画からリノベーションの提案を行った。 

③国際芸術祭プレ会場「松千代館」でのカフェ運営（10月〜11月） 
2025年、尾張瀬戸エリアで開催される国際芸術祭のプレイベントの会場として「松千代館」が
選定されており、プレイベント期間中に、松千代館にて学生カフェを運営する。 

④尾張瀬戸エリアにおける空き家リノベーションの推進 
継続的に尾張瀬戸周辺エリアにおける空き家の調査や歴史的建造物の調査、空き家リノベーシ
ョンの実現を目指す。 

⑤瀬戸市におけるエリアリノベーションの取り組み広報 
テレビ東京の日経ニュースBIZにて菱野団地の「トモクル01」、「松千代館」の取り組みが、ま
た、NHKにて「松千代館」の学生シェアハウスの取り組みがTV放映された。 
また、中日新聞に「トモクル01」の記事を掲載して頂いた。 

⑥瀬戸を対象としたエリアリノベーション研究の推進（２本の査読論文として整理） 
①自治体の空き家・空き店舗活用支援を通した効果的なエリアリノベーションに関す
る研究－愛知県瀬戸市中心市街地を対象として－、 
②愛知県内の公的住宅団地における戦略的な空室活用の実態に関する研究を推進 

（４）プロジェクトの今後の課題と展望 

・ 日本遺産でもある尾張瀬戸の街並みを構成する歴史的建造物は尾張瀬戸市において重要な資産であるが、家族継
承ができず、空き家化することで年々減少傾向にある。これらの歴史的建造物をしっかり保全する仕組みづくり
が都市計画や文化資源マネジメントにおいて今後益々重要となる。 

・ ２０２４年度は、①リノベーション物件の運営の充実、②尾張瀬戸地区を対象とした学生シャレットW Sの開催、
③国際芸術祭プレ会場「松千代館」でのカフェ運営、④尾張瀬戸エリアにおける空き家リノベーションの推進、
⑤瀬戸市におけるエリアリノベーションの取り組み広報、⑥瀬戸を対象としたエリアリノベーション研究の推進
の６つの取り組みを中心に、本事業を推進した。 

・ ２０２５年度の国際芸術祭では、尾張瀬戸エリアの遊休不動産化している物件がアートイベント会場となるが、
このアートイベントをきっかけに、アートイベント後の空き家のリノベーションを仕掛けていくことが大切であ
る。 
 

 

 



３ 参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
菱野団地 トモクル０１ の新聞掲載（中日新聞） 



 

 

 

 
① 尾張瀬戸地域における学生主体による一連のまちづくり支援活動 

 



 

 

 

 

 
② 空き旅館を学生シェアハウスとして再生した松千代館再生プロジェクト 
③ 岩屋堂公園における学生チャレンジカフェによる空き店舗の運営 
 

 



 

 

 

 

 

 
④ 登録文化財である旧山繁商店の活用のための支援 
⑤ 尾張瀬戸地域における数多くのリノベーション支援 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑥ トモクル０１の説明資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦瀬戸菱野団地における戦略的空室活用による団地再生の提案 

 


